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〔編集後記〕
本号から 3年間に亘って，桑田前幹事の後任として編
集をお引受けすることになった。これは編集委員会の懲
想によるものであるが，ことの次第を考察すれば，病理
学者は臨床と基礎医学の接点に位置しており，したがっ
て双方について深くはないにしても，ある程度ひろい知
識をもっているであろう，というそれほど根拠があると
もみえない一般論が，たまたま私に適用された結果にほ
かならない。適材適所は人事の要諦ではあるが，逆の場
合の方がむしろ多いなどと，みずからをかえりみても無
益な嘆息でしかないから，与えられた期間の責務をつつ
がなく全うすることに力を尽したい。およそ医学雑誌の
編集者たる者は一一本誌の歴代の諸先達がそうであった
ように一一公正な判断力に裏打ちされた高い識見を持た
ねばならない。この資格規準の存在は，またもや私の心
を重くしがちである。しかしながら，本誌のよき伝統を
損うことなく保持する心構えもまた，ひとつの識見とみ
なしうるならば，案ずるより生むは易い。本誌が水準を
I=f次 下f 
ある。
文(原稿)は，読者の立場に応じてそれぞ、れに神益する点
保ちつつこれまで滞りなく発刊されてきたのは，編集委
員各位のなみなみならぬ努力に負うているところが大き
い。この心づよい基盤は，幸いにしていまもゆるぐこと
はない。委員会の進取の気運は，上述のよき保守主義と
混和して，望ましい成果をあげるものと確信する所以で
さて，寄せられた多数の論文を瞥見しただけで，完成
された雑誌を眺めるのでは，感得しがたいところの，新
らしい発見が少なくない。その内容については，またい
ずれかの機会にふれてみたい。ともかくも，これらの論
を数多く含んでいる。巧妙な比司令を借用するならば， 
一雨によってもろもろの草木が，それぞれ応分に潤いu
予
を受ける"といった趣きがある。これはごくあたりまえ
のことがらかもしれないが，私にとっては実感そのもの
である。(近藤洋一郎)
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